
ビジネス・コンダクト・
ガイドライン 

インテグリティが最優先









IBMビジネス・コンダクト・ガイドライン    5

1

インテグリティとは 

倫理とコンプライアンスに 
コミットすること
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1.インテグリティとは、倫理とコンプライアンスにコミットすること

1.1 当社のバリューと 
ビジネス・コンダクト・
ガイドライン

IBMは長年にわたり、世界で最も倫理的な会社の 1つ
として評価されてきました。100 年以上にわたり、 
当社は新しい課題に取り組むために何度も改革を繰り
返してきました。常に変わらないものは、インテグリ
ティに対する当社の揺るぎないコミットメントです。 

IBM のバリューは、当社がビジネス上の選択を行うた
めの確固たる基盤となっています。ビジネス・コンダ
クト・ガイドライン（BCG）は、私たちがさまざまな法
律上の問題や倫理上の問題を解決していくための一般
的な指針を提供します。

IBMのバリュー

お客様の成功に全力を尽くす 私たち、そして世界に価値ある
イノベーション

あらゆる関係における信頼と一
人ひとりの責任
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1.インテグリティとは、倫理とコンプライアンスにコミットすること

1.2 インテグリティとコン
プライアンスの重要性 

インテグリティとコンプライアンスは、IBM と皆さん
の成功にとって不可欠です。当社のインテグリティ、
評判、ブランドは皆さんに掛かっています。それらを
守るために皆さんを頼りにしています！

皆さんの職場がどこであろうと－皆さんが対応している
のが IBM 社員、お客様、IBM ビジネスパートナー、 
サプライヤー、他の関係者のいずれであれ、対面、電話、
オンライン、その他の何らかの方法で対応している場合
であろうと－常に、IBMのバリュー、BCG、その他適用
される IBMのコーポレート・ダイレクティブ（IBMの
ポリシー、コーポレート・インストラクション、ガイド
ライン等）に従ってください。そして、当社の業務に適
用されるすべての法律と規制に従ってください。

皆さんの業務においては、常に適切な判断を下してく
ださい。BCGや会社のコーポレート・ダイレクティブ、
または IBMに適用される法令の解釈や適用に関する質
問がある場合は、憶測に頼らないでください。助けを
求めてください。マネージャーや IBMの弁護士に相談 

注意！

当社のビジネスが変革を継続するにつれて、 
皆さんはヘルスケア、金融サービス、教育、 
モバイルアプリケーションの開発など、エキサ
イティングな新しい分野で働くようになるか
もしれませんが、そのうちのいくつかの分野は
高度に規制されています。皆さんの職務上の責
任が何かしら変更されたら、BCGや法令に基
づく新たな責任が生じるかもしれません。

する、IBM のコミュニケーションチャンネルの 1 つを
使用して確認することは、皆さんの責任です。 

BCG、その他のコーポレート・ダイレクティブ、法律に
違反した場合、IBM は適用法に従い、解雇を含め、 
皆さんの雇用に関する何らかの措置を講じることがあ
ります。法律を遵守しなければ、罰金、訴訟、ビジネ
ス上の許認可の喪失、および場合によっては投獄され
る可能性もあります。

1.3 報告 - 誰に、どのよう
に報告するか 

IBMは、BCGの違反であれ、その他 IBMに関わる非倫
理的または違法な行為であれ、そうした不正行為の可
能性を IBM社員の皆さんが報告することを期待してい
ます。IBMは、実際の BCGの違反やその可能性、その
他の違法な行為、倫理に反する行為に関する報告書を
迅速にレビューします。また、報告を行った社員に対
する脅迫や報復行為を許しません。

懸念事項を報告（または申し立てを提起）するには、
以下に連絡してください。

› IBM 従業員懸念事項：IBM ビジネス・コンダクト・
ガイドライン違反の可能性に関する懸念事項や申し立
て。これには、いじめ、ハラスメント、差別などの非
包括的な行動や不適切な行動、不適切な財務記録や報
告、ビジネスプロセス違反、資産の不適切な使用、 
または自分自身やより広範な IBM社員に個人的に影
響を与える管理上の決定に関することが含まれます
が、これらに限定されません。

› IBMコーポレート・セキュリティ：脅迫や暴力行為、
IBM 資産の紛失または盗難（営業秘密やその他の知
的財産を含む）、IBM施設内での法律違反行為

› IBM Cybersecurity Incident Response Team：サイバー
セキュリティやデータインシデント、システム侵入や
データ漏洩の事実やその可能性、不注意による開示

› IBMコーポレートヘルス &セーフティ：業務関連の
安全衛生に関する問題
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懸念や申し立てを提起する方法がわからない場合は、 
以下のリソースとコミュニケーションチャンネルも利用
できます。

› Talk It Over @ IBM
› AskHR
› トラスト・アンド・コンプライアンス・オフィサー
› Corporate Assurance and Advisory Services 
（内部監査）

› 直属のマネージャー
› 法務部

 

1.インテグリティとは、倫理とコンプライアンスにコミットすること

重要ポイント！

IBMのグローバル・インサイダー・トラスト・
プログラムは、IBMの社員と資産（物理的お
よび電子的）を、会社や IBM社員に悪影響を
与える可能性のある行動から保護し、インサ
イダーリスク指標となりうる不自然な活動に
ついての報告を促すことを目的としています。

知っていますか？

IBM従業員懸念事項のページから、懸念
事項を提起したり、不正行為の可能性を報
告したりすることができます。懸念事項は、
オンライン、通常の郵便、電話で提起する
ことができます。慎重に扱われ、匿名で提
起できる場合もあります。また、法令違反
の可能性がある場合は、法律で認められて
いるように、それを従業員が政府機関に報
告することは禁止されていません。

知っていますか？

EU公益通報者保護指令の対象に該当する
可能性のある申し立ては、従業員懸念事項
やその他の IBMのコミュニケーションチャ
ネルを介して提起することができます。
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1.4 協力

IBM は、IBM の内部統制のための調査や監査の実施、
お客様、規制当局、その他の機関による質問、検査、
調査に対応するために皆さんの協力を必要としていま
す。皆さんはこれらに対して全面的に協力しなければ
なりません。例えば、すべての IBM の要求には迅速、
全面的かつ誠実に従ってください。要求されたときに
は時間を守って会議や面接に参加してください。 
IBM の指示に従い、関連するすべての情報（電子的ま
たはその他の情報）を提供し、保管してください。

1.5 報復行為の禁止

IBM は、（1）潜在的な不正行為または不適切な行動を
誠実に報告すること、（2）ビジネス・コンダクト・ 
ガイドライン、コーポレート・ダイレクティブ、法律
に違反する行動を拒否すること、（3）調査に協力する
ことに対して、報復するとの脅しや報復行為を禁止し
ています。報復や報復するとの脅しを受けたと思われ
る場合は、IBM のコミュニケーションチャンネルのい
ずれかを介して報告してください。IBM は適切な対応
を行います。

1.6 外部からの問い合わ
せ、連絡、および 
コミュニケーション 
IBMのビジネスは、ジャーナリスト、コンサルタント、
IT アナリスト、証券アナリスト、投資家、規制当局、
その他が注目しています。これらの人々は、皆さんが
貴重な専門知識を持っていると見傚し、報酬の有無に
かかわらず、皆さんに意見の提供を求めてくることが
あります。連絡を受けた場合は、直接であろうと、 
オンラインでソーシャルメディアを通してであろうと、
電話、その他の方法であろうと、IBM として対応して
はなりません。むしろ速やかに以下の連絡先に通知し
て、対応すべき適切な人物と適切な対応内容の両方が
特定できるようにしてください。

› IBM コミュニケーションズ—ジャーナリストまたは
ブロガーから連絡を受けた場合

› IBM アナリスト・リレーションズ—コンサルタント
または ITアナリストから連絡を受けた場合 

› IBM インベスター・リレーションズ—証券アナリス
トまたは投資家から連絡を受けた場合 

› IBM Corporate Environmental Affairs（IBMコーポレー
ト環境プログラム推進部門）—環境保護団体、政府機
関、事業連合組織、個人から環境ポリシーや、申告、
原則、実務、プログラムに関する事項について連絡を
受けた場合

› IBM 政策渉外—公共政策またはロビー活動に関する
事柄について連絡を受けた場合

› IBM の弁護士—お客様、弁護士、捜査官、法執行機
関やその他機関の政府職員から IBMビジネスに関す
る情報、法的通知、監査の要求を受けた場合、または、
裁判所や行政審判、立法府、その他の公的な公聴会な
どから、訴訟手続き中の IBMを代表して証言するよ
う求められた場合

BCGのいかなる規定も、法律および職業倫理規定によ
り許可されている範囲で、IBM からの事前の同意や
IBM への通知なしに、皆さんが政府機関や関係団体と
直接コミュニケーションすることを禁じていません。 

1.インテグリティとは、倫理とコンプライアンスにコミットすること
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1.7 公での発言とソーシャ
ルメディア 

公開のフォーラムやソーシャルメディアで発言すると
きは、個人として発言しているということを明確にし
なければなりません。IBMを代表して発言したり行動
したりしているように見えてはなりません。その権限
は一部の担当者のみに与えられています。街の広場か
らソーシャルメディアのサイトに至るまで、公に発言
したり書き込んだりしたものは、本人が意図したより
も長い期間にわたってアクセスされ、お客様、競合他社、
同僚、ジャーナリスト、投資家、規制当局など、誰も
がいつでも読める可能性があります。ソーシャルメディ
アを使用する場合は、IBMのソーシャル・コンピュー
ティング・ガイドラインに従います。IBMの名前、商
標や製品名を使用したソーシャルメディアのハンドル
ネームをリクエストする前に、IBMのオウンド・ソー
シャルメディア・ガイドラインの承認プロセスに従っ
て、マネージャーの承認を受けてください。 

1.インテグリティとは、倫理とコンプライアンスにコミットすること

重要ポイント！
   IBM 社員として、イベントでの講演
を希望する場合やそのように依頼さ
れた場合は：

›  そのイベントがメディアに取り上げられる場
合は、事前にコミュニケーションズに連絡し
てください。

› 投資家やアナリストを対象としているか、 
または出席する可能性が高いイベント（例：
展示会やお客様主催のイベント）の場合は、
インベスター・リレーションズに連絡して、
IBMの参加が適切であるかどうか、そして適
切な場合は誰が IBMを代表して参加すべき
かを決定してください。

講演者としてではなく、単にイベントに出席す
る場合でも、出席しているメディアやアナリス
ト／投資家に対し、IBMを代表して話をする権
限はないことに留意してください。問い合わせ
を受けた場合はそれぞれ必ず IBMメディア・
リレーションズまたは IBMインベスター・ 
リレーションズに報告してください。
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2

インテグリティとは 

私たちが IBM社員、IBM資産および他社
に帰属する資産を保護すること
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2.インテグリティとは、IBM社員、IBM資産および他社に帰属する資産を保護すること

2.1 安全で生産的な職場 
環境の維持

IBM は、社員のために、職場環境を健全、安全かつ能
率的なものに保つよう心掛けています。差別やハラス
メントは、IBM の職場にあってはならないものです。
例えば、人種、肌の色、宗教、性別、性同一性または
表現、性的指向、妊娠、出身国、身分制度、遺伝的特徴、
障害、年齢、その他 IBMの正当なビジネス上の利益と
は関係のない要因に基づく差別や嫌がらせです。 
IBM は性的な誘い掛けや発言、人種的または宗教的な
中傷や冗談、攻撃的または脅迫的な職場環境を生み出
し、助長するようなその他の行為（いじめなど）を容
認しません。コーポレート・ポリシー 117「従業員の
多様性と包括性」をよく理解してください。これは、 
すべての IBM社員が、違いがあるからこそ成功できる
職場環境を育むという当社のコミットメントを示して
います。コーポレート・インストラクション HR 116を
心に留めて、職場におけるハラスメントやいじめに対
処し、自分の物の見方を伝える時や Slackチャンネルな
どのソーシャル・コンピューティング・ツールを使用
する時には、他者に敬意を払い、思いやりを持つよう
にしください。 

重要ポイント！

IBM は包括語（インクルーシブランゲージ）
の使用に取り組んでいます。皆さんの言葉は
重要です。包括的な IT用語ガイドラインに従
うことで、人種的および文化的な偏見を避け
ることができます。

IBM は職場での暴力行為を容認しません。職場での暴
力には、職場と生活環境での出来事が含まれる可能性
があります。追加のトレーニングとサポートについて
は、IBM の職場の暴力に関するプログラムを参照して
ください。

職場環境に好ましくない影響を及ぼすものとして禁止
されている行為に次のものがあります。 

› 脅迫や暴力的な振る舞い 
› あらゆる種類の武器の所持 
› マネージャーが部下と恋愛関係を持つこと 
› あらゆる多様な要素に基づいて従業員を差別すること 
› 治療のために許可された場合を除き、違法な薬物その
他の規制物質を使用、配布、販売、所持すること

› 職場において医療目的以外で違法な薬物・規制物質の
影響下にあること、酒気を帯びた状態にあること 

› 事前にマネージャーによって承認されていない限り、
IBMの施設内で飲酒をすること 

自分が職場で禁止されている行為の犠牲者だと思われ
る場合、または職場で禁止されている行為のリスクが
懸念される場合は、Talk it Over @ IBMチームに連絡す
るか、IBM のコミュニケーションチャンネルのいずれ
かを使用して報告してください。 

IBM の管理職が、職場内外での行動が、他の人や本人
の業務遂行能力に悪影響を及ぼすと判断する場合、IBM
は、適用法に従い、解雇をも含めた雇用に関する何ら
かの措置を皆さんに対して講じることがあります。 

Slackを使用する場合は、適切な判断を行い、BCG、ソー
シャル・コンピューティング・ガイドライン、Slackの
使用に関するガイドライン（こちら）に従ってください。 
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覚えておきましょう

2.インテグリティとは、IBM社員、IBM資産および他社に帰属する資産を保護すること

皆さんは、安全衛生に関するリスクの特定、
排除、管理について重要な役割を担っていま
す。自分自身と他者の安全衛生について、 
適切な注意を払うようにしてください。 

•  自分の携帯電話番号など、正確な緊急連絡
先情報を IBM 社員セーフツールに登録し、
緊急の際に IBM から連絡できるようにして
ください。

•  安全が確保できていない状態や事故およびニ
アミスについては、Health & Safety @ IBM
に記載された、所属する地域の手順に従って
ください。 

2.2 IBM資産および他社 
所有の資産の保護および
使用

IBMは、多くの貴重な資産を所有しています。これらは、
市場での IBMの成功に不可欠であり、それらを守るこ
とにおいて IBMは皆さんを頼りにしています。 

IBMの資産には、例えば、IBMが業務のために IBM社
員が使用できるようにしている物的資産やシステム、
IBM の施設、IBM の所有物や機密情報、IBM の知的財
産などが含まれます。また、IBM の事業活動において
他社所有の資産、例えば他社の専有情報や機密情報、 
知的財産、システム、データ、ツールなどへのアクセス
や使用が必要とされる場合もあります。 

IBMの施設、物的資産やシステムなどの IBMの資産は、
IBM の正当な事業目的のためにのみ使用することがで
きます。IBM の物的資産やシステムには、ノートパソ
コン、タブレット、スマートフォンなどの機器、情報通
信システム、インターネットへの接続が含まれます。 
限られた時間内で、会社のポリシーに違反しておらず、
皆さんや他人の作業効率に影響を与えない場合に限り、
「物的資産」やシステムを個人的に使用することは許さ
れます。

IBM 資産は、法律に違反したり、IBM のビジネス上の
利益に反するような方法で使用したり、性的コンテンツ
やギャンブルを目的としたり、他者に対する不寛容を支
持するインターネットサイトを訪問するために使用し
てはなりません。 

お客様を含む他社に帰属する資産を使用する場合は、 
相手方の許可を得た範囲内でのみ使用するものとし、 
相手方の契約条件、およびプライバシー、市民権、また
はその他の要件に基づいて資産へのアクセスを制限し
ている可能性のある法律について十分に理解し、それに
従っていることを確認してください。

知っていますか？

IBM は、当社事業のすべての職務において、
人権の尊重と保護を含め、高い基準の企業責
任を果たすことに取り組んでいます。IBMは
グローバル企業として、従業員、サプライ
ヤー、お客様、そして当社が事業を展開する
地域社会にとっての公平で安全な未来を促進
する役割を担っています。すべての人権を尊
重するという IBM のコミットメントは 
「IBM の人権に関する原則」に示されていま
す。この原則は IBM Impactサイトのレポー
トとポリシーのページに掲載されています。
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2.3 専有情報および機密 
情報の共有と受領

IBM の専有情報および知的財産は、IBM の資産です。
これらは、多くの IBM社員の努力とイノベーションの
結果であり、IBMに競争上の優位性を与えています。 

IBM の専有情報の一部は機密情報です。しばしば、 
そのような情報は著作権、特許、商標、営業秘密、その
他の知的財産権や法的権利の保護の対象となります。 
皆さんのマネージャーが承認し、IBM の弁護士によっ
て承認された機密保持契約またはその他の適切な契約
書に IBMと他の当事者が署名（記名捺印）していない
限り、皆さんは IBMの機密情報を他の当事者と共有し
たり、他の当事者から機密情報を受領したりすることは
できません。

2.インテグリティとは、IBM社員、IBM資産および他社に帰属する資産を保護すること

覚えておきましょう

IBMの専有情報とは、IBMが所有している何
らかの情報であり、以下のものが含まれます。
•  現在および将来の製品、サービス、研究開
発または関連する社内のポリシーやプロセ
スに関する情報

• 潜在 的な事業買収または事業売却、未発表
の戦略や見通しなど、ビジネスプランや見通
しに関するもの 

•  収益その他の財務データ
•  オブジェクトコード形式またはソースコー
ド形式のソフトウェア

• 当社のオンラインリポジトリとデータベー 
スの中にある情報  

IBM の専有情報または機密情報の不適切な開示は、 
IBM の競争上の優位性を脅かしたり、セキュリティ上
の問題を引き起こしたりする可能性があります。こうし
た情報を保護するための IBMのすべての保護手段に従
い、IBM により許可された場合のみ機密情報を共有す
るようにしてください。 

2.4 不注意による開示の 
回避

IBM の所有か他社の所有かに関係なく、専有情報およ
び機密情報の不注意による開示を避けるように注意し
なければなりません。家族や友人などの情報を受領する
権限がない人と話をしたり、彼らに聞こえる距離でこの
情報について話をしたりしてはなりません。家族や友人
は、悪意の有無に関わらず、第三者に情報を開示してし
まう可能性があります。 

重要ポイント！

録音または録画は、専有情報や機密情報の不
適切な開示、適用法の違反、他人のプライバ
シーの侵害にあたる可能性があります。法律
で明示的に許可されている場合を除き、正当
な業務上の必要性があり、事前に管理職から
の承認を得ていない限り、職場で IBMの機密
情報や専有情報、ビジネス上の話し合いなど
を録音または録画することはできません。 
ただし、Webex 録画ガイドライン（こちら）
に従って Webex 録画機能を使用することは
可能です。会話（ライブ、電話、Webexなど）
を、すべての参加者に通知せずに密かに録音
しないでください。
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専有情報や機密情報を意図せず
受け取った場合、どうすればよ
いでしょうか？

IBM が情報を不正に流用したり誤用したり
したという批判が一切生じないように、 
慎重に対処しなければなりません。専有情
報を含む迷惑メールを受信した場合の対処
方法についての質問は、IBM の弁護士に問
い合わせてください（電子メールは転送し
ないようにしてください）。 

2.インテグリティとは、IBM社員、IBM資産および他社に帰属する資産を保護すること

2.5 サイバー攻撃の脅威に
対する防衛
IBM のお客様などの第三者は、IBM を信頼してデータ
やその他の資産を IBMに委ねており、IBMは、IBMの
データや資産と併せて、第三者のデータや資産を保護
することにおいて皆さんを頼りにしています。 

IBM の情報セキュリティポリシーに違反すると、 
IBM の資産やお客様のデータなどの他社の資産が危険
にさらされます。サービス提供を改善するために作業
手順の回避や短縮を選択する、承認されていない第三
者ソフトウェアをダウンロードするなどの行為は、た
とえ善意であっても、IBM とお客様のセキュリティポ
リシーの違反や ITやデータに関するセキュリティ違反
につながる可能性があります。 

ITやデータに関するセキュリティ上の問題やインシデ
ント、または IBMや他社に帰属するデータを含む資産
の損失に気付いた場合や、その疑いを持った場合は、
直ちに IBMヘルプデスクに電話し、「サイバーセキュリ
ティ・インシデント」オプションを選択して報告しな
ければなりません。

2.6 資産、ビジネス上の 
利益および社員の保護

私たちは、IBM および他社の資産を保護することにお
いて皆さんを頼りにしています。 

IBMは、皆さんによる IBM資産の使用を私的使用とし
て扱いません。したがって、皆さんが私的と考えるい
かなる個人的所有物、メッセージ、情報を IBMの資産
に保管すべきではありません。 

IBM社員、IBMの資産および IBMのビジネス上の利益
を保護するために、適用法に基づいて、IBM はいつで
も以下のことを行う権利を留保します。 

› IBM資産、および IBM業務の遂行や IBM資産の保存
に使用されるスマホやポータブルストレージメディア
などの個人所有の電子機器（BYO デバイス）の使用
の検査や、オフィスやワークスペース、IBM 施設に
持ち込まれたかそこから持ち出そうとしているブリー
フケースやバッグなどの個人所有物の検査 
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